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平成 27 年度 収入・支出予算書 
（平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※上記は助成金のみを計上。 

その他の事業に要する諸費用は、日本河川・流域再生ネットワークの事務局を共同運営

する「公益財団法人リバーフロント研究所」及び「株式会社建設技術研究所国土文化研

究所」の共同研 究「アジアにおける河川再生のためのネットワーク構築と活用に関す

る研究」より支出する。 

 

 

 

(収入)

項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備考

　①助成金 900,000 1,000,000 △ 100,000 河川整備基金助成事業

　②預金利息 30 30 0

計 900,030 1,000,030 △ 100,000

(支出)

項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備考

　①旅費・交通費 418,000 420,000 △ 2,000 研修会・座談会出張費

　②通信・運搬費 16,000 43,000 △ 27,000 研修会資料送付

　③資料・印刷費 50,000 400,000 △ 350,000 研修会資料印刷

　④賃貸料 20,000 10,000 10,000 会議室使用料

　⑤委託費 276,000 27,000 249,000 研修会・ホームページ制作アルバイト代、座談会速記料

　⑥諸謝金 120,000 100,000 20,000 研修会・座談会謝金

計 900,000 1,000,000 △ 100,000


